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今月のトピックス 

つしま学び講座 

 津島から見える山並み ② 

日 時 ８月１９日（日） 

     午前１０時 

場 所 図書館２階大集会室 

講 師 若山聡氏（観光交流センター館長） 

＊事前申込不要・無料 

 海部津島地域はトンネル知らずの一大平野で

すが、晴れた日には周囲の山々を遠望できます。 

 ７月に引き続き、これらの山々とそれにまつ

わる歴史や名跡について紹介します。 

 図書館ホームページ 
 からのお知らせ 

７月より、図書館ホームページのアドレスが変

更になりました。 

 

お手数ですが、ブックマーク（お気に入り）の

編集または再登録をお願いいたします。 

パネル展示 

 2012年、宙（ソラ）を見上げて 
            （８月下旬まで） 

 2012年は、天文観測の当たり年です。 

 金環日食などは終わってしまいましたが、今

月は金星食や定番の流星群を見ることができま

す。各天文ショーの見どころを、わかりやすく

解説します。 

 ＊８月のおもな天文ショー＊ 

  ８／１２ ペルセウス座流星群 

  ８／１２ 夜明け前の月と木星大接近 

  ８／１４ 夜明け前の金星食 

開館時間のご案内 

７・８月は開館時間を延長し、 

９時～１９時まで開館しております。 

（新規登録や再発行の申請、貸出・返却は 

閉館１０分前までを目安にお願いします） 

９月からは１８時までに戻ります 

ので、お気をつけください。 

大人のための上映会 

 上映作品『命のビザ』 

日 時 ８月２６日（日） 午後２時 

場 所 図書館２階大集会室 

＊事前申込不要・無料 

 今年の大人のための映画会は、多くのユダヤ

難民の命を救った杉原千畝の姿を描いた『命の

ビザ』を上映いたします。この機会にぜひご覧

ください。 

特集 ロンドンオリンピック 

 ７月２７日から８月１２日まで、イギリス・

ロンドンで第３０回オリンピックが開催されて

います。 

 ４回に及ぶ投票でパリを破り、史上初となる

３度目の夏季オリンピック開催地に選ばれたロ

ンドンとは、イギリスとはどんな国なのでしょ

う？ 

 イギリスやオリンピックに関連する本を集め

ました。 



 
新 着 図 書 

『クローバー・レイン』  大崎梢／著 ポプラ社 913.6/オ 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

＊７月より、ホームページのアドレスが変更になりました。 

 新しいアドレスはこちら → http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

２８日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『ふるさと海部・津島』石田泰弘/監修 

『鍵のない夢を見る』辻村深月/著 

『コンカツ？』石田衣良/著 

『HAPPY子育ておことばBOOK』幼児編 主婦の友社/編 

『うふふな日々』あさのあつこ/著 

『もういちど生まれる』朝井リョウ/著 

『太陽は動かない』吉田修一/著 

『デジタル一眼撮影テクニック事典１０１』上田晃司/著 

『日本の七十二候を楽しむ』白井明大/文 

『レディ・マドンナ』小路幸也/著 

← 海部津島の暮らしや祭りなどの様子を集めた写真集。 

← 田舎町で暮らす女性に起こった、小さな事件。直木賞受賞作。 

← シューカツの次はコンカツ？ ウェディングドレスを着るのは…。 

← 困った時に先輩ママからのアドバイス。 

← ＰＲ誌での連載を纏めたエッセイ集。 

← 直木賞初の平成生まれノミネート。爽やかな短編集。 

← 著者の新境地、国同士の思惑が絡み合うスパイ小説。 

← 今よりちょっと、上手く撮りたい人に。 

← １年を７２の季節にわけて、より四季を感じる暮らし。 

← 「東京バンドワゴン」シリーズ第７弾。今日も堀田家は賑やかです！ 

 老舗出版社である千石社に勤める若手編集者：工藤彰彦は、受賞パーテ

ィーの帰りに１本の原稿と出会った。 

 それは低迷が続いている“過去の人”の作品で、「自社から出すにはネ

ームバリューがない」と、まともに取り合ってもらえない。けれど彰彦は、

自らの手でその良作を世間に送り出したいと奔走する。 

 そして幾多の壁を乗り越え出版にこぎつけるも、待っていたのは部数も

宣伝費も少ない現実。彰彦は、書店員からスーパー営業と呼ばれる若王子

に声をかけるが…。 


